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ペッ ト の 目 


学校 か ら 帰 る た びに 、 ア パー ト の ドア の そば で じっと 伏せ て いる 自 い 猫 を 見 る よ 
うに な っ て 王 目 目 の こ と だ っ た 。 一 見 し て 、 ど こ か で 捨て られ た 猫 の よう で あっ 

ぎゃ くさ ん か くけ い よわ よわ か ら だ あと あし あか きず 
た 顔 は 貧相 な 逆 三 三角 形 、 ほ こり っ ぽく 、 弱 々 し い 体 つき だ っ た 。 後 足 の 深い 傷 
が 痛 そ う で 、 猫 は ひっ きり な し に 小さ い 知 で な め て いた 。 

わた し は 猫 の 目 に 心 を 引か れ た 。 浴 ん だ 青空 の よう に さわ や か な 目 は 、 い か に 
も 人 間 と 一 緒 に 暮らし た いと 訴 えて いた 。 

「 ご めん ね 。 ここ は アパ ー ト だ か ら 、 お 前 を 飼う わけ に は いか な いわ 。 で も 人 錠 ぐ 
らい な ら 、 少 し あげ られ る けど ……」 

わた し は 猫 の 頭 を な で な が ら 言っ た 。 そ し て 笛 語 の 魚 を 出し た 。 猫 は 脇 目 も ふ 
ら ず に むさ ぼり 食べ て し まっ た 。 

ね こ まい に ち かえ ま つづ と きど きこ いび と っ 
それ が きっ か け で 、 猫 は 第 日 わた し の 帰り を 待ち 続け た 。 時 々 恋人 も 連れ て きた 
お く び ょ う どろ ぼう か お くろ ね こ デ 
が 、 膳 病 で 、 泥棒 の よう な 顔 を し た 黒 猫 だ っ た 。 

ある 責 の 目 か ら 猫 の 次 が 見 えな く な っ た 。 わ た し は 、 ひ ょ っ と し て 、 獲 は 他 の 家 
の サン マ で も 次 ん で 殺さ れ た の で は な いか と 、 ずっ と 悲し く 思 っ て いた 。 

1 か 月 後 、 わた し は 思い が けず 、 あ の 猫 に 出会っ た 。 猫 は 、 近所 に 住ん で いる 十 
数 借 の 遺産 相続 に 悩ん で いる お じ さ ん に 抱か れ て 、 氷 の よう な 浴 た い 目 で わた し 
を 見 つめ て いた 。 銘 福 な 生活 に 変わ っ た の だ ろう か 。 猫 は 丸々 と 大 っ て 、 毛 も 真っ 
白 で 、 を さと を さして いた 。 

お じ さ ん と 接 援 し た 上 時 、 わた し は 体 中 寒気 が し た 。 飼い 主 の 目 つ き が 、 猫 と あ 


まり に も 似 す ぎ て いた か ら で あ る 。 あの 春の 海 を 思わ せる の どか な 猫 の 目 は 、 一体 
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1 どこ に 消え て し まっ た の か 。 
(富岡 純子 『 日 本 語 中 級 読解 』 に よる ) 


生 河 表 1 


況 字 ( 優 名 湊 音 ) 声 骨 週 性 週 叉 (中 文 ) 
完 物 

じっと ⑨⑨ [ 副 ・ 自 動 3] | 一 苑 不 効 北 神 秋 本 会 神 
伏せ る (ふせ る )② [ 他 動 2] 低下 , 唄 下 , 搬 義 , 不 公 弁 
て 目 ( め ) [接尾 ] 
一 見 (いっ けん )⑩ [名 ・ 他 動 3・ 副 ] | 一 見, 一 看 , 看 一 次 > 生 一 看 
捨て る ( す て る )⑨ [ 他 動 2] ”。 | 坊 控 : 講 . 失 

| 全 実 相 , 信 究 前 相 角 ; 盆 寒 的 , 実 
酸 前 

逆 三 角形 (ぎゃ くさ ん か くけ い ツ )⑤⑧ | [名 ] 倒 三 角形 

ほこ り ① [名 ] 作 換 , 條 土 。 奉 


貧相 (ひん そう )① [名 ・ ナ 形 ] 


弱 々 し い ( よ わ よ わし い )⑤ 著 弱 的 , 屋 弱 的 
体つき (か ら だ つき )①③ 体格 , 体 形 , 姿 赤 ; 身 材 


後 足 (あと あし いし)② ’ 后 乳 

傷 ( き ず )⑩ 伏 , 全 伏 ; 下 義 ; 鉄 陥 
ひっ きり な し に ⑥⑤②④ 接 舌 不断 地 

宙 G じ た り ②⑦ 吉 交 

な め る ② 王 , 疹 , 掌 , 多 万 経 視 , 小 看 
心 を 引く (ここ ろ を ひく ) 吸引 

澄 む (すむ )① 清 激 , 浴 清 

青空 (あお ぞ ら )③ 次 天 , 晴 空 

さわ や か ② 清 移 的 , 移 野 的 爽快 的 
申 泊 。 誠 池 , 呼 呼 」 放 途 , 控 告 ; 
演 導 


訴え る (うっ た える )⑧③ 


況 字 ( 優 名 速 音 ) 
ご めん ⑩ 


声 週 


河 叉 (中 文 ) 


お 前 (お まえ )⑩ 


[ 代 ] 


対 不 起 , 博 原 流 


伏 


餌 ( え さ )②⑩ 


[名 」 


低 ; 透 低 


な で る ② 


兵 換 


向 請 (か ん づめ )③④③ 


| [人 動 2] 
[名 ] 


鐘 基 


脇 目 も ふら ず ( わ きめ も ふら ず ) 


目 不 往 晴 , 棄 精 会 神 


むさ ば ぼる ③ 


[ 他 動 1] 


箕 病 (お く び ょ う )③ 


よっ と ど し で 


| [名 ナ 形 ] 


胆 村 的 , 胆 小 的 


万 一 : 也 放 , 聞 不定 


サン マ ⑩ 


[名 ] 


殺す (ころ す )⑩ 


数 (すう ) 


[ 他 動 1] 


秋 刀 色 


[接頭 ] 


(表示 不 友 定 


億 (お く )① 


_ | 名] 


遺産 (いさ ん ツ )①⑰ 


[名 ] 


相続 (そう ぞ く ツ )⑰① 
抱く (だ く )⑩ 
冷た い ( つ め た い )①③ 


[名 ・ 他 動 3] 
[ 他 動 1] 


: 舞 抱 


[ イ 形 ] 


抱 
| am x 源 的 : 傘 淡 的 . 不 区 情 的 


見 つめ る (みつ め る )⑩⑥③ 
裕福 (ゆう ふく )①⑨⑩ 


[ 他 動 2] 
[名 ・ ナ 形 ] 


凝視 , 注 祝 , 町 着 看 
富裕 的 


丸々 (まる まる )⑩ 


太る (ふと る )⑨② 
毛 ( け )⑩⑥ 


[名 ・ 副 」 


周平 平 , 騰 域 域 : 完全, 全部 , 整 
整 ; 某 某 
翌 , 六 腹 


毛 ヵ 共役 


真っ 白 ( ま っ し ろ )③ 
ふさ ふさ ②① 


[ 副 ・ 自 動 3] 


雪 白 的 , 純 白 的 


( 毛 等 ) 又 密 又 厚 


@ 


る © 


( 袋 素 ) 
波 字 ( 優 名 注音 ) 声 週 ) 週 叉 (中 文 ) 


寒気 (さむ け )③ 


( 由 手 生 病 或 恐 恨 等 志和 的 ) 寒 
商 的 感 党 , 寒 才 


飼 v 


\ 主 (か いぬ し )②① 伺 券 主 , 主 人 


目 つ き ( め つき )① 眼 神 
の どか ① [ ナ 形 晴朗 的 : 平 静 的 , 悠 末 的 . 悟 静 的 


一 体 ( い っ た い )①⑩ [名 ・ 量 到底 , 究 意 : 同 心 , 合 カ 


潮 ) 名 型 ・ 番 法 


Ll. 


easeses 


ー た び ( に ) 

“名 十 の / 動 基本 形 十 た びに "表示 反 外 有 生 的 状況 , 意 思 是 " 毎 当 …… 就 ……”、“ 毎 次 

読 ……。 助 弓 * に "可以 呂 。 

人 交 は 出 張 の た ぴ に プレ ゼン ト を 買っ て き て くれ る 。 父 来 毎 次 去 出 券 都会 世 礼 
物 欠 我 。) 

人 この 写真 を 見 る た びに 、 大 学 時 代 の こと を 思い 出す 。 ( 毎 当 看 到 送 弱 照 片 , 我 就 会 
想起 大 学 時 代 的 事情 。) 

人 彼女 の 作文 は 読む た びに 上 手 に な っ て いる 。 ( 毎 送 到 好 的 作文 都 党 得 好 的 写 作 水 
平 提 高 了 。) 


ー っ ぽい 


人 株 は 飽き っ ぽい 性 格 で 、 何 を や っ て 人 し な い 。 (妹妹 没有 共 性 , 叙 件 る 者 
不 会 堅持 視 久 。) 

人 年 を と っ て 、 最近 忘れ っ ぽく な っ て きた 。 (上 了 年 包 , 近 来 変 得 健忘 了 。) 

人 この ネッ クレ ス 、 実際 の 値段 より 安っぽ ぼく 見 える の は どう し て だ ろう 。( 送 条項 
徒 , 刃 仕 看 起 来 要 比 其 話 了 傘 格 廉 位 呪 ) 

“こっ ぽい " 接 在 “ 自 史書 “赤黒” 等 表示 顔色 的 名 同 后 面 , 意 思 “ 帯 有 …… 顔 色 的 ”、 
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“上 ち …… 顔 色 感 党 相 近 的 ”。 

へ その 上 日 、 彼 は 白っぽい セー ター を 着 て いた 。 ( 那 天 他 容 着 一 件 顔色 供 白 的 毛衣 。) 

此 外 ,“ こ っ ぽい ”^ 接 在 “子ども 男 "“ 女 "等 表示 人 的 名 過 后 面 , 意 思 是 “ 像 是 …… 似 
的 ”、“ 欠 人 感覚 ……”, 此 時 多 帯 有 聞 笑 人 的 魚 面 補 倫 。 如 “子ども っ ぽい ” 的 意思 中“ 玉子 所 
的 "、“ 幼 稚 的 ”。 在 第 二 弄 第 14 決 学 コ 了 “~ ら し い ” 表 示 具 各 前 項 名 握 最 典型 的 特 康 , 意 思 大 
“ 像 答 的 ……”、“ 真 正 意 駐 上 的 ……”。“ 子 ども ら しい” 的 意思 是 “ 玉 子 服 天真 疹 漫 的 ”。 

へ 三 十 に な っ た 娘 は 、 ま だ 考 え 方 が 子ども っ ぽい 。 (女人 ル 巴 委 三 十 少 了 , 但 想法 

館 是 祖 多 稚 。) 
へ あの 子 の 子ども らし い 笑 顔 が 好き だ 。 ( 我 喜 欧 那 徐 子 的 笑 容 。) 


3. わけ に は いか な い 
“ 動 基本 形 / 動 な い 形 士 わ け に は いか な い " 表 示 人 一 般 常 拓 、 社 会 普通 的 行 妨 方 式 , 或 者 誠 


去 記 科 累 的 午 等 来 考 虚 . 不 可以 短 某 事 束 必須 仙 某 事 , 意 思 昌 "不能 ……"、" 必 須 ……。 
へ 明日 テス ト が ある か ら 、 遊び に 行く わけ に は いか な い 。 ( 因 妨 明 天 有 考 武 , 所 以 不 
能 去 玩 。) 
ム 今 中 は 車 を 運転 ジ : で きた の XP。 お 酒 を 飲む わけ に は いか な い 。 ( 我 今 天 是 井 年 来 
的 。 所 以 不能 喝 酒 。) 
A 彼 婦 と 約束 し た か ら 、 雨 で も 行か な いわ け に は いか な い 。 ( 和 地 己 勾 釣 好 了 , 所 以 
即 便 下 雨 也 不 能 不 去 。) 


人 ム へ 午後 は 大 事 な 会 議 お ある の で 、 出席 し な いわ け に は いか な い 。 ( 下 午 有一 條 非常 
重要 的 会 以 , 我 必須 要 出 席 。) 


4. 一 が きっ か け で / を きっ か け に (し て ) 


< 小 名 十 の / 名 十 が きっ か け で / を きっ か け に (し て )” 表 示 以 茶 事 丸 契 机 、 机 会 。 意 思 是 
“ 借 的 机 会 ”、“ 以 凍り っ 妨 契 机 ”。 

人 届 田 さん と の 出会い が きっ か け で 、 ボ ラン ティ ア 活 動 を 続け て いる 。( 与 山田 的 
相 過 成 妨 了 ー 條 契 机 , 之 后 我 就 一 真 参加 志 感 者 活 芝 。) 

へ 交 は 入院 し た の を きっ か け に タバ コ を や め た 。( 父 奈 借 着 生 病 住 院 的 机 会 , 把 畑 
欠 戒 了 。) 

ム 息子 は 大 学 へ の 進学 を きっ か け に 、 一 人 暮らし を 始め た 。 (修子 上 大 学 后 便 弁 始 
了 ー イ 人 的 生活 。) 


Oe © 
軸 嬉 江 ・ 表 送 方 式 


いっ けん 


UP どこ か で 捨て られ た 猫 の よう で あっ た 


お TS 
者 。 : 

へ 背 開 は 一 上 こ 如 か ず 。 ( 百 同 不 如 一 見 

A - 筑 し て と で も 借 し い 久 の よう だ っ た 。 (者 上 者 交 人 

人 この 間 題 は 一 見 簡単 そう だ が 、 実 は と て も 難 し い 。 ( 乏 人 不同 題 看 似 筒 単 , 基 容 


邊 玲 。) 


よわ よわ か ら だ 
2. 弱 々 し い 体 つき だ っ た 
* つ きり 可以 接 在 部 分 表示 身体 部 位 的 名 週 之 后 . 表 示 其 欄 子 、 姿 勢 等 。" 体 つき "的 意思 
是 " 体 格 "、* 体 形 "。 美 人 的 記 玉 有 こ 
人 手つき (手勢 、 手 的 効 作 )、 顔つき ( 受 形 、 相 貌 )、 目 つき ( 眼 神 ) 


3. 脇 目 も ふら ず に むさ ぼり 食べ て し まっ た 


っ 振ら ず " 是 愉 用 所 意思 二 " 月 不 特 開 、 “ 乗 精 会 神 "“〆ー ず に "相当 手 “ て な いで "。 
日 さん は 勝 も 振ら ず に 仕事 を し て いる 。 (吉田 乗 精 会 神 地 工作 着 。) 


わき め 


に 郎 は 脇 目 も 振ら ず に 本 を 読ん で いる 。 (太郎 在 乗 精 会 神 地 看 志 。) 


3 HH 


ドレ 
yz 中 
yr 


る っ ほう くろ お こ 


4. 泥棒 の よう な 顔 を し た 黒 猫 だ っ た 
*・ こ 顔 を し た "的 意思 是 " 一 弄 …… 的 表情 ".“ 顔 " 在 六 里 的 意思 是 "表情 ", 也 可以 用 “~ 
顔 を し て いる " 来 表示 状 。 
人 最近 、 残 業 続き で 、 み ん な 疲れ た 顔 を し て いる 。 (最近 進 鱗 加 班 , 大 家 都 是 一 副 
疲 箇 的 梓 子 。) 
人 姉 は 疲 し い 顔 を し て 外 を 眺め て いた 。 ( 退 旭 悲 伯 【 地 加 着 外面 。) 


み 


5. ある 雨 の 日 か ら % の 姿 カ が 見 えな く な っ た 
7 菅 同 “ 見 える "的 意思 是 “ 看 得 到 ”、“ 看 得 児 ”。 面 効 週 “ 見 る "的 可能 形 * 見 られ る ” 的 意思 


8 
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古 " 能 看 見 ", 商 條 同 的 中 文 意思 祖 相似 但 量 用 法 有 所 不同 。 

表示 祝 党 能力 時 , 只 能 用 “見 える ”、 本 不能 用 * 見 ちら れる" 

へ 灰 ち ゃ ん は 生ま れ た ば か り の と き は 目 が ほとん ど 見 えな いそ うだ 。 ( 戸 聞 媒 ルル 在 

明 剛 出生 的 時 伯 眼 晴 ル 平 是 看 不 見 赤西 的 。) 

ル “見 える ” 表示 革 人 事物 自然 面 然 地 送 人 視野 藻 国 , 与 人 的 意志 到 英 , 十 受 祝 野 、 空 同 
中 高等 自然 因 素 的 制 多面 “見 られ る ” 凡 包含 了 人 的 意志 和 外 界 条件 的 制約 。 即 * 想 看 同 時 
具 各 了 相 甘 休 件 "的 意思 。 

ee この 部 屋 の 窓 か ら 、 富士 山 が 見 える 。 (信和 回 屋 子 的 御 戸 可以 看 到 富 士 山 。) 


どう ぶつ えん 


人 E 物 園 へ 行け ば 、 パン ダ が 見 られ る 。 ( 去 上 野 効 物 國 的 笑 , 就 能 看 見 大 熊猫 。) 
6. ひょっと し て 


< ひょっと し て ” 是 副 週 , 意 思 是 “ 也 近 ”、“ 導 不 会 ”、“ 英 非 ”。 常 号 “ こ (の ) で は な いか "ンー 
か も し れ な い ” 等 表 送 一 起 使用 。 
人 ひょっと し て 田中 若 が わた し の 悪口 を 言っ た と の で は な いか 。 ( 放 不 会 是 田中 沈 了 


我 的 二 笑 叫 。) ' 
人 彼女 は ひょっと し て 本 当 の こと を まだ 知ら な いか も し れ な い 。 ( 或 交 好 近 不 知道 
真相 。) 


7. 毛 も 寅 う 自 で 、 ふさ ふさ し て いた 


・ 真 っ / 真 "時 接 天 週 , 常 接 在 名 語 、 イ 形容 記 、 ナ 形容 記 等 的 前 面 , 起 加 纏 秋 気 的 作用 
可 根 掘 不同 的 周 活 翻 洋 。 
人 真っ 赤 ( 通 釘 )、 真 っ 青 ( 舟 童 惹 白 ) 真っ 黒 (漆黒 ) 、 真 っ 正 面 ( 正 対 面 )、 真 冬 ( 産 冬 )、 
真夏 (盛夏 ) 真心 (真心 


Sn た し は 体 中 寒気 が し た 
之 前 学 ダ 了 接 尾 過 “"ー ち ゅ う ” 以 及 " て じゅ うり ”, 晶 然 写 成 況 字 都 是 " て 中 ”, 但 是 柄 介 週 
在 用 法 上 有人 入 大 的 差 昇 。 
“と て ちゅう "的 用 法 有 : 
ぁ 表示 某 全 早 薄 略 . 或 者 某 介 区 作 、 状 村 持 袋 的 対 程 。 意 思 是 " 在 …… 辻 程 中 ”、“ 在 
に さだ 期 同 ”。 


全 Po 
A 今月 中 、 来 月 中 、 今 適 中 、 午 前 中 、 夏休み 中 


P 表示 正在 人 某 事 。 意 思 是 "正在 ……"、…… 中 ”。 此 時 て ちゅ う " 前 面 的 名 周一 般 是 
包含 苑 作 意 叉 的 。 


A 全 識 軍 、 授 案 中 、 伯 事 下 、 由 案 下 旅行 中 敬吾 

“て と じゅう" 的 用 法 有 : 

p 表示 整 介 期 周 , 前 面 一 般 接 表示 時 同 的 名 周 。 

人 

ぁ 表示 整 介 空 同 薄 団 , 前 面 一 般 接 表 示 欧 所 的 名 計 

A 軍 、 貞 前 再 、 業 軍 、 導 香車 、 作 市 

此 外注 意 "寒気 "中 的 * 気 "記入 送 作 “ け ”, 面 不 星 “ き ”。“ 気 ” 送 作 “ け "的 単 週 近 有 


人 眠気 ( 睡 意 )、 人 気 (人 的 覆 象 )、 吐 き 気 ( 想 吐 、 悪 心 ) 


9. あま り に も 
“あま り に も "相当 手 一 介 副 週 , 与 “あま り に ” 的 用 法 基本 相同 “も ” 起 強 週 的 作用 .“ あ 
まり に も "表示 的 程度 更 深 。 意 思 是 “ 太 ……”、“ 赴 手 …… 8 


人 ん この 服 は あま り に も 高い 。 ( 迄 件 衣服 太 喚 了 。) 
だ い むず か 
人 この 開 題 は 子ども に と っ て あま り に も 難 し い 。 ( 和 介 同 王 対 小 令 子 面 埋 , 補 在 太 礁 了 。) 


10. あの 春の 海 を 思わ せる の どか な 猫 の 目 は 、 一 体 どこ に 消え て し まっ た の か 
送 名 活 的 意思 其 “ 止 人 険 想起 春 天 的 大 海 般 温 柔 的 眼 晴 , 究 次 到 嘱 里 去 了 呪 "。“ の と 
か ” 基 ナナ 形容 沿 , 可 以 表示 天気 晴 彰 、 気 候 平 竹 近 可以 表示 梓 子 、 恋 度 等 修 然 、 阿 寺 、 平 和 。 
へ の どか な 林 の 一 目 ( 一 條 和 遇 的 春日 
へ の どか な 海 ( 敗 平 渡 静 的 海面 ) 
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、 王 さん 、 ち ょ っ と 席 を 外し ます ね 。 

ほ , は い 。 笑 礼 で す が 、 どちら へ ? 

: あ 、 1 号 会 議 室 に いる よ 。 新 商品 の 販売 

打ち 含 わ を を する こと に な っ て ね 。 

。 は い 、 わ か り ま し た 。 

その 間 に 、 山 本 さん が お 見 え に な る と 思う か ら 、 よ ろ し く 上 頼む よ 。 


あっ 、 生 広告 会 社 の 山本 さん 。 
華 ,( メ モ を 取り な が ら ) TC 広告 会 社 の 
な が ね ん と り ひ き さ き う 
年 の 取引 先 で 、 


あん な い 


, は い 、 わか り ま し た 。 

5 、 きょう やまもと 
, あ 、 そ うだ 、 今 日 の 山本 
さん と の 会 議 は 王 さ ん も 
ー 繕 に 出 て 。 

は い 、 わか り ま し た 。 名 


剃 を 用 意 し て お きま す 。 
他 に 何 か 必 要 な 資料 な 
ど は あり ませ ん か 。 

: に こち ら の 市 場 調 
査 の 資料 、3 部 コピ ー レ 
JAN だ 

4(Vw ね お がかり 更 し た 


Ce まろ し る く 。 


⑱ @ 人 @ 
め 生 周 表 2 


況 字 ( 優 名 速 音 ) 声 洞 週 性 週 駐 (中文 ) 
急 き ょ (きゅう き ょ )① [ 副 ] 急 忙 , 勿 忙 


広告 (こう こく )⑩ [名 ・ 他 動 3] が 告 


長年 (な が ね ん )⑩ [名 ] 多年 , 藤 年 泉 月 
取り あえ ず ( と りあ えす ず )③@ | [ 副 ] 赴 忙 , 急 忙 : 匠 時 好 上 


プラ ッ タ ュー モー⑥⑤⑥ [名 ] 黒 呆 嘩 
アテ イス ① [名 ] 水 

名 刺 ( あ めいし)⑰ [名] 名 片 
市 場 ( し じょう )⑩⑥ [名 ] 市 協 


軸 哲 法 ・ 表 近 方 式 
1. 急きょ 部 長 と 打ち 合わ せ を する こと に な っ て ね 


“急きょ ” 是 副 周 , 意 思 是 “ 赴 緊 ”、“ 弓 上", 包含 “ 由 考 意外 、 突 秋 的 事情 面 政変 既定 辻 
諸 。 臣 時 去 外 理 、 記 対 某 事 "的 意思 。 
人 事故 が 起き た の で 、 急 き ょ 現 場 に 行か な けれ ば な ら な い 。 ( 因 妨 受 生 了 了 事故, 電 
要 号 上 赴 赴 現 協 。) 


2. その 間 に 、 山林 さん が お 見 え に な る と 思う 
“ご 間 に "的 意思 是 “ 在 …… 期 同 ”。“ お 見 え に な る ” 是 “来る ” 的 尊 他 租 , 在 本 混 会 活 中 , 
是 中 村 決 所 対 客 戸 山本 表示 尊敬 。 


3. 取り あえ ず 


“取り あえ ず ” 是 副 週 , 意 思 是 “ 御 上 且 ”、“ 始 且 ”. 包 含 “ 黒 然 近 有 入 多 要 仙 的 事情 . 但 返上 
折 且 不 管 , 先 去 信 某 件 事情 "的 意思 。 
人 取り あえ ず 、 生ビール 2 杯 を お 願い し ます 。 ( 先 来 西 杯 生 較 叫 。) 
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へ 取り あえ ず 、 目 の 前 の 仕事 に 全力 を 尽く し まし ょ う 。 ( 先 把 眼前 的 工作 尽 全 力 叙 


好 叫 。) 


4. 3 部 コピ ー し と いて 


* コ ピー し と いて ” 是 “コピ ー し て お いて ” 在 日 中 中 的 笛 略 形式 。 口 前 中 “て て お く ”? 党 
常 鑑 略 成 “ こ と く ”.“ て と く ”" 可 以 作 妨 一 條 一 美 区 週 輝 行 活用 。 
A 買っ て お く 一 買っ と く 、 入 れ て お いて つ 入れ と いて 


| 生 
1. 写 出 下 列 況 字 的 表 音 。 
[ 例 ] 有 議 病 [お く び ょ う ] 


(1) 伏 せる [ ] 《⑳ 一 見 [ 」 
3) 捨て る [ 」 (④ 後 足 [ 」 
(5) 冷 た い [ ] (6⑥) 訴 える [ 」 
(の 寒気 [ ] (8 相続 [ 」 
(9 裕福 [ 」 (10) 殺 す [ 」 


2. 根 据 末 文 内 容 , 在 括 号 内 填 入 哲 当 的 内 容 。 
わた し は 、 ひょっと し て 、 猫 は 他 の 家 の サ ンマ (  )(  ) 宮 ん で 殺さ れ た の で は な 
いか と 、(  、 6 の 表し く 圭 っ て いた 。 1 か 月 後 、 わ た し は 思い が け (  )、 ぁ あ 
LC で あ ね こ きん じ ょ 5 じゅ うす うお く い さん そう ぞ く な や [4 
の 猫 に 出会っ た 。 猫 は 、 近所 に 住ん で いる 十 数 億 の 遺産 相続 に 悩ん で いる お じ さ ん に 抱 
か れ て 、 氷 の (  )( )(  ) 冷 た い 目 で わた し を 見 つめ て いた 。 


3. 倍 照 例 名 , 完 成 或 政 写 名 子 。 
[ 例 1] 交 / 出 張 に 行く / お 土産 を 買っ て くる つ 

多 は 出 張 に 行く た びに 、 お 土産 を 買っ て くる 。 
Q) 佐 藤 さ ん / 上 海 へ 行く / 小 籠 包 を 食べ に 行く 
(2) わ た し / 表 郷 へ 帰る / 親 友 に 会 い に 行 

(3) 彼 女 の 作文 / 読 む / 上 手 に な っ て いる 

(④ 揚 っ 子 / 会 う / 背 が 高く な っ て いる 

5) わた し / こ の 写真 を 見 る / 大 学 時 代 の こと を 思い 出す 


Se ms 
「 例 2] 和 弟 は (飽き る ) 性 格 で 、 何 を や っ て も 長続き し な い つ 


[ 例 3] こ 


[ 例 4] 


交 は 飽き っ ぽい 性 格 で 、 何 を や っ て も 長続き し な い 。 
(① 父 の ( 絶 る 性 格 に 、 家族 みん な 困っ て いる 

の 役 婦 は いつ も (子ども 〉 語 し 方 を し て いる 

3) この 酒 は ( 水 ) て 、 お いし く な い 

(④ 年 を と っ て 、 (忘れ る ) な っ て きた 

(5) こ の ドレ ス は ば 実際 の 値段 より (安い ) 見 える 


こ は ア パー ト だ / 猫 を 飼う つ 

ここ は アパ ー ト だ か ら 、 猫 を 飼う わけ に は いか な い 。 
) 明 目 試験 が ある / 遊 びに 行く 

2) 先生 に 頼ま れ た こと だ / 上 断 る 

(3) せ っ か く 作 っ て くれ た 料 理 だ / 食 べ な い 

(① み ん な で 決め た ルー ル だ / 等 ら な い 

5) 大事 な 会 ミ 議 だ / 出 席 し な い 


だ いく 2 ひと り ぐ は じ 
AO2 枯 チコ 人 暮 ら ADR 
だ い が く 


大 学 へ の 進学 を きっ か け に 、 一 人 暮らし を 始め た 。 

①) 結 婚 / 料理 教室 に 通い 始め た 

(2 引っ 越 し / 新 し い 家具 1 を 買っ た 

(3) パ リ へ の 旅行 / フ ラ ンス 語 を 勉 強 し 始め た 

(4) 入院 し た の / お 酒 と タバ コ を や め た 

(5) ワ ー ル ドカ ッ プ で 優勝 し た の / 女 子 サ ッ カ ー の 人 気 が 高 まっ た 


し じょう ちょ う さ し りょう ぶ 
市 場 調査 の 資料 /3 部 コピ ー す る 一 
お う し じょう ちょ う さ し りょう 


A: 王 さ ん 、 こ ちら は 市 場 調査 の 資料 な ん だ けど 、 3 部 コピ ー し と いて 。 
Ri いね も がかり まま 2 た 


まる や まし ょ う じ は し ぐち VC あ い 
(① 丸 山 商 事 の 橋口 さん と の 打ち 合わ せ の こと / ス ケ ジ ュ ー ル に 入れ る 
よう 成 CE ヒ き か く 』 


(② 来 週 火曜 日 の 午後 2 時 、 企画 会 議 を 開き た い /5 番 会 議案 を 予約 する 


新 商品 は ん ば いけ いや く けん せん ぼう 


(3) 新 品 の 販売 契約 の 件 で 先方 の 佐藤 さん と 相談 し た い / ア ポイ ント を 取る 


| 社 充 単 周 表 


波 字 ( 優 名 送 音 ) 声 油 "| 


河 性 


河 叉 (中 文 ) 


作文 (さく ぶん ツ )①⑰ 


[名 ] 


作文 


長続き (な が つづ き )③ 


[名 ・ 自 動 3] 


持 筑 , 持 久 


年 を 取る (と し を と る ) 


上 了 年 印 


ネッ ク レス ① 


項 鮭 


RTE) 


志 司 者 


入院 (に ゅ うい ん )⑨⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


住 院 


進学 (し ん が く )⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


志学 


眺め る (な が め る )③ 


| [ 他 動 2] 


] 


眺 四 : 注 視 , 海 視 


ンダ ① 


[名 ] 


態 獲 


悪口 (わる くち )② 古 7 EE 
全力 を 尽く す ( ぜ ん り ょ く を つく す ) 用 尽 全 力 , 賜 尽 所 能 
環 っ 子 ( お いっ こ )① [名 ] 


| 外 箇 人 


背 ( せ )① 


| [名 ] 


身 高 


通う (か よう )⑩ 


[自動 1] 


上 ( 学 , 班 ), 往 来 , 通 行 


家具 (か ぐ )① 


[名 ] 


| 家具 


ワー ルド カッ プ ⑤⑥ 


[名 ] 


世界 杯 


女子 (じょし )① 


サッ カー① 


[名 ] 


女子 女人, 女性 


